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研究内容 
［１］ペルオキシラジカルの検出および反応観測 
・現在，我が国が抱える大気汚染問題や地球温暖化
に対応するためには，大気中で起こり得る化学反
応メカニズムを完全に理解し，正確な大気モデル
に基づく将来予測を行うことが重要である。簡単
な分子の気相反応に関しては，多くの反応速度定
数が既に測定されている一方，検出が困難な物質
の反応や，不均一反応に関しては未だ解明されて
いない点が多い。中でも，ペルオキシ(RO2)ラジカ
ルは，大気中の様々な揮発性有機化合物(VOC)の
酸化反応により生成され，対流圏オゾンや二次有
機エアロゾルの生成メカニズムに深く関与する
重要な化合物のひとつであるが，大気条件下での
観測が困難であった。本研究では，化学変換法と
レーザー誘起蛍光(LIF)法を組み合わせることに
より，RO2 ラジカルの大気圧条件下での検出手法
確立を目指し実験を行った。 

・複数の RO2ラジカルを対象に，それぞれ NO およ
び O2との化学反応により OH ラジカルに変換し，
OH ラジカルの LIF を検出することで，各 RO2ラ
ジカルの選択的な検出に成功した。また，CH4お
よび C2H6 由来の RO2 ラジカルを対象に，RO2 ラ
ジカル消失速度の NO2濃度依存を観測し，その傾
きから RO2 + NO2反応の反応速度定数を決定した
(図 1)。本手法を用いることで，様々な RO2 ラジ
カルの反応を観測可能であり，大気化学や燃焼化
学，素反応研究分野にも大きなインパクトを与え
る結果である。 

 

 

 

［２］ペルオキシラジカルの検出および反応観測 
・RO2 ラジカルは気相反応だけでなく，エアロゾル
等の微小粒子表面で不均一反応を起こす可能性
が示唆されいる。その結果，エアロゾルの化学的
性質が変化すれば，大気組成に影響を与えるだけ
でなく，粒子が人体へ与える影響も変化する可能
性が高く，ラジカル不均一反応の定量評価は近年
の重要課題のひとつである。そこで本研究では，
実大気中のエアロゾルへのRO2ラジカル取り込み
過程を観測し，その影響評価を行うことを目的に
実験を行った。 

・ラジカルの大気エアロゾルへの取り込み速度は非
常に遅いため，粒子濃度濃縮装置を用いて HO2ラ
ジカルのエアロゾル取込み速度を観測し，その取
込み過程が大気組成に与える影響を評価した。大
気中におけるRO2ラジカル反応の中で最も重要な
ものは O3生成に関与する連鎖反応である。そこで，
O3 生成過程へのエアロゾル取り込み影響を明ら
かにするため O3 生成ポテンシャルの評価を行っ
た。その結果，HO2ラジカルのエアロゾル取込み
を考慮することで，O3生成ポテンシャルの観測平
均値が約 1 割減少した(図 2)。これは，HO2ラジカ
ルがエアロゾルに取り込まれることで，O3生成プ
ロセスが抑制されていることを示している。エア
ロゾル取り込みの O3 生成過程への実大気観測に
基づく初の定量評価に成功した。 
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図 2. O3生成ポテンシャルの日変化 
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図 1. RO2消失速度の NO2濃度依存性 

(●: CH3O2, ●: C2H5O2) 


